
 5月22日、臨時議会が開か

れ、正副議長や常任委員

会、特別委員会所属と委員

長・副委員長などが決まり

ました。 

 私たちの日本共産党議員

団では、議長選や副議長選

にあたっては、議会運営や

議会の当面の重要課題につ

いて候補者と話し合い、協

定を交わすことができた時

にはその候補者に投票するというこ

とにしています。今期の議長選で

は、市民クラブの本城議員とガス水

道局所管の入札談合疑惑解明などで

協定を結び、同議員に投票しました

が、12票にとどまり、落選しまし

た。当選は19票獲得した佐藤敏議員

です。 

 副議長選では、他会派から正式の

申し入れはなく、上野議員が立候補

しました。この選挙では、上野議員

が９票獲得しましたが、江口議員が

21票を獲得して当選しました。 

 上越市議会では、議長や副議長、

常任委員会や特別委員会の正・副委

員長についても立候補制をとってお

り、それぞれ立候補するにあたって

所信表明をすることになっていま

す。委員会は予め各会派代表者会議

で話し合われ調整されますが、調整

がつかない場合は選挙となります。

一人の場合は指名推薦となりますが

それでも所信表明は行います。 

 上野議員は所信表明で、｢議会は、

市民から負託された市民の暮らし・

福祉・安全をしっかりと守るために

存在することは言うまでもない。い

ささかもこの原則を外れることは許

されない。議会活性化に関する取り

組みを不断に進めていきたい。ガス

水道局所管の本支管工事の入札談合

疑惑については、６月議会までに公

正取引委員会の動きが見えない場合

は、議会内に地方自治法第100条に基

づく調査特別委員会を設置していく｣

ことなどを主張しました。 
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 連絡先      

  橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
  上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
  平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 

日
本
共
産
党
上
越
地
区
委
員
会

と
し
て
呼
び
か
け
た
支
援
活
動

で
、
総
勢
14
人
の
人
た
ち
が
17

日(

土)

～

19

日(
月)

の
３
日

間
、
岩
手
県
釜
石
市
や
大
槌
町
、

宮
古
市
、
山
田
町
、
陸
前
高
田
市

の
被
災
地
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、

17
日
朝

５
時
半
に
糸
魚
川
を
出
発
。
途
中

の
集
合
場
所
や
私
の
家
で
数
人
が

乗
車
、
北
陸
自
動
車
道
、
磐
越

道
、
東
北
自
動
車
道
を
北
上
し
、

花
巻
Ｊ
Ｃ
か
ら
東
和
イ
ン
タ
ー
を

通
過
し
、
釜
石
自
動
車
道
を
通

り
、
目
的
地
の
釜
石
市
に
到
着
し

た
の
は
、
午
後
３
時
半
頃
、
実
に

10
時
間
半
も
の
長
い
時
間
を
か

け
て
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

初
め
て
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
人
が
半
分
以
上
で
し
た

が
、
全
員
、
今
回
の
支
援
活
動
に

は
大
満
足
・
感
激
し
た
よ
う
で

す
。
私
は
今
回
で
８
回
目
の
支
援

活
動
に
な
り
ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
、
２
日
目
に
行
う
仮

設
住
宅
訪
問
で
の
お
米
支
援
の
準

備
で
す
。
全
員
で
お
米
を
３
㌔
ず

つ
袋
に
小
分
け
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
釜
石
市
に
あ
る
日
本
共
産
党

東
部
地
区
委
員
会
事
務
所
で
、
支

援
活
動
や
視
察
な
ど
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。
夕
方
５
時
か

ら
は
、｢

３･

11
の
災
害
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
に
後
世
に
伝
え
て

い
こ
う｣

と
頑
張
っ
て
い
る｢

語
り

部｣

の
佐
々
木
ト
シ
さ
ん
と
中
村

光
さ
ん
、
津
波
発
生
時
か
ら
ず
っ

と
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
菊
池

公
男
さ
ん
、
日
本
共
産
党
市
議
会

議
員
の
坂
本
良
子
さ
ん
か
ら
お
話

を
聞
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
宿
舎
と
な
っ
て
い
る

遠
野
市
の
材
木
町
自
治
会
館
へ
移

動
。
毎
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

｢

居
酒
屋
た
ぬ
き
や｣
で
結
団
式
と

食
事
を
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
、
遠
野
市
か
ら
ま
た
釜
石

市
へ
移
動
。
前
日
用
意
し
た
お
米

を
持
っ
て
、
一
軒
一
軒
訪
ね
、
要

望
な
ど
を
聞
い
き
回
り
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
は
高

齢
の
方
が
多
く
、
数
人
の
人
た
ち

が
深
刻
な
暮
ら
し
の
実
態
と
、
仮

設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
へ
い
つ
移

れ
る
の
か
な
ど
と
い
う
お
話
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
白
髪

の
女
性
は
、
お
茶
を
出
し
て
く
れ

て｢

こ
う
や
っ
て
良
く
し
て
く
れ

る
の
は
共
産
党
だ
け
だ｣

と
、
感

謝
し
て
い
ま
し
た
が
、
別
れ
る
と

き｢

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
で
ね
、

何
か
あ
っ
た
ら
こ
こ
に
電
話
す
る

ん
だ
よ｣

と
共
産
党
の
東
部
地
区

委
員
会
の
チ
ラ
シ
を
渡
す
と
、

｢

も
う
行
く
の｣

と
泣
い
て
別
れ
を

惜
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
宮
古
市
田
老
町

を
訪
ね
ま
し
た
。｢

万
里
の
長
城

堤
防｣

と
言
わ
れ
な
が
ら
無
残
に

破
壊
さ
れ
た
防
潮
堤
を
視
察
。
そ

の
後
、
大
槌
町
な
ど
、
そ
の
他
の

被
災
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
復
興
が

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。 

 

夜
は
、
地
元
の
２
人
の
議
員
や

東
部
地
区
委
員
会
の
委
員
長
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
走
り
回

る
委
員
長
の
息
子
さ
ん
を
交
え
て

の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

最
終
日
の
19
日
は
釜
石
市
役

所
の
総
合
政
策
課
で
、
復
興
基
本

計
画(
釜
石
市
に
は
総
合
計
画
が

な
い
た
め
に
こ
の
基
本
計
画
が
最

上
位
計
画
と
の
こ
と)

の
説
明
を

受
け
、
今
後
10

年
間
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
他

の
参
加
者
も
活
発
に
質
問
を
し

て
、
大
変
有
意
義
な
視
察
研
修
と

な
り
ま
し
た
。 

 

地
元
の｢

サ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ｣

(

元
の
橋
上
市
場)

で
買
い
物
と
食

事
を
楽
し
ん
だ
後
、
午
後
２
時
近

く
に
釜
石
市
を
出
発
。
途
中
、
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
陸
前
高
田

市
を
訪
ね
、
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。
上
越
に
着
い
た
の
は
夜
の

11
時
半
過
ぎ
で
し
た
。 

(

上
野
公
悦
記) 


